
宮崎2026～2027 ■

河川関連

道
路
関
連

管
渠
類

擁
壁
類

河
川
関
連

基
礎
類

景
観
関
連

そ
の
他

側
溝
関
連

貯
水
槽
関
連

247247

（ポーラスエコロジカルコンクリート）
テトラックPG/
SEA BLOCK

テトラックPG 〈河川緑化護岸ブロック工法〉

標準敷設図

水面

計画河床高

計画高水敷高

現場打ちコンクリート

客土
調整砂：t=30

捨石埋戻しベースブロック
（河川用基礎ブロック）

基本形状図

1.目的に合わせて2種類のブロックを用意
使用場所・目的に合わせてブロック表面側を普通コンクリート

（以下RC）、裏面側をポーラスエコロジカルコンクリート（以下
PEC）にした2層構造ブロックと、全てPECを使った単層構造の
2種類があり、それぞれⅠ・Ⅱ・Ⅲ型（注）の3タイプをお選びいた
だけます。
2.透水性に優れ、植物の根系が生育しやすい
RC部は植栽穴の保護、連結穴の強化を目的とし、PEC部は透
水・通気性向上、根の成長、微生物の育成を目的としています。
3.対応勾配は、1：1.0～3.0程度です
4.根茎の伸長による、地盤との一体化が図れる
植栽により根茎が容易に背面内地山まで伸長し、その地域に
合った自然を創出します。
5.植栽面積は、ブロック1個（1m2）当たり0.5m2です

●特長

■Ａ－Ａ’断面図（Ⅱ型）
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■Ａ－Ａ’断面図（Ⅲ型）
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■平面図

Ⅱ型・Ⅲ型

Ⅱ 型

Ⅲ型

Ⅱ型 参考重量：344kg

参考重量：235kg

Ⅱ型 Ⅲ型

■数量表

規　格

外形寸法
厚さ

ブロック体積
連続空隙率
参考質量

設計基準強度
客　土

（mm）
（mm）
（m3）
（％）
（kg）
（N/mm2）
（m3）

998×998×220
220

0.186
18以上

344
18以上
0.032

998×998×160
160

0.127
18以上

235
18以上
0.032

基本形状図

形状・寸法
重量

標準施工
断面図

SEA BLOCK(Ⅰ)　標準タイプ 参考重量=2265kg

SEA BLOCK 〈シーブロック〉

透過型構造の被覆工ブロック

1. ブロック単体で厚さ50cm 、2t 以上の重量を有します。

2. 透過型構造の裏法被覆工に過しています。

3. ブロック上下流端に切り欠きを設けたブロックをかみ合わせることに
よって、ブロックの流失に対する抵抗力を高めています。

●特長

公益社団法人
全国土木コンクリートブロック協会準拠型

海側・川表側 陸側・川裏側
被覆ブロック2t
割栗石（t=30cm）
裏込砕石（t=20cm）
吸出し防止材

天端工（t=50cm）
割栗石（t=30cm）
裏込砕石（t=20cm）
吸出し防止材

SEA BLOCK Ⅰ
割栗石（t=30cm）
裏込砕石（t=20cm）
吸出し防止材

点検孔

粘り強い構造(国総研より）
項　目
厚　さ
質　量

内　　容
厚さ総厚さは0.5m以上であること。
質量固体質量は2.0ｔ以上であること。
上端と下端に切り欠けを設けた、かみ合わせ形状を有すること。
<かみ合わせの効果>
ブロックの不陸発生を抑制し、流体による不安定化の閾値(しき
いち)を上げることで、被覆工に関する粘り強さを向上させる。
津波越流時に上昇する堤体内空気圧(揚圧力)を排出できる透気
性を有すること。(天端・裏法被覆の場合)透気性

形　状
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この他のタイプもご用意しております。
詳しくは営業担当にご相談ください。

NETIS掲載終了
SK-980031-V




